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千葉県産業支援技術研究所は県内企業のIoTシステム導入のための支援を行っている。そ

の支援の際，様々な問題が生じている。IoTシステムはサーバ・クライアント形式で構築され

る。これは一般的なPC利用におけるスタンドアロン形式とは異なりITを業務としていない技

術者，事務員には不慣れな形式である。そこで，ITに不慣れな方でもIoTシステムを構築でき

るフレームワークの作成を行うこととした。 

本研究は平成31年度から令和3年度のプロジェクトであり，本稿はその概要を記載したも

のである。 

 

１．はじめに 

IoT (Internet of Things，もののインターネッ

ト)はあらゆる「もの」に通信能力，自立制御機能

をもたせ，対話的に情報収集，機器制御を行うもの

である。 

このことにより，従来は人手を必要とした温度

計測等の情報収集処理を安価なマイクロプロセッ

サに任せることができるようになった。今までは

高コストな人力作業が必要だったため，なんらか

の目的がなければ情報収集を行うことができなかっ

たが，IoT技術を用いることでいたるところに，特

に目的なしにセンサーを配置することができるよ

うになった。これらで取得されたデータはビッグ

データによる統計解析，機械学習のための学習

データに利用することが可能となる。このことは，

大量のデータを取得できるという量的な利点を越

え，前もって計画してデータの取得を行うことな

く，後から思いついたときに既存のデータで解析

を行うことができるという，質的な利点がある。 

このようにIoT技術は非常に有用な技術であり，

千葉県産業支援技術研究所では，県内企業に赴き 

IoT導入の支援を行っている。その中で様々な問題

に直面した。 

そこで，平成31年度から令和3年度までの期間，

企業のIoTシステム導入のための支援手法の開発

を行うこととした。本稿はその途中経過として，プ

ロジェクトのコンセプトを紹介する。 

 

２．IoT導入支援の課題 

 千葉県産業支援技術研究所は，県内企業のIoT 

システム導入の支援を行っている。その中で様々

な問題に直面した。 

特に，導入したIoTシステムの維持・管理は重要

な問題である。 

 出口戦略の一つとして考えられるのは，当研究

所がIoTシステムの試作を行い，有用性の検証を行

い，維持・管理等の運用をIT企業に委託するという

ものである。 

もう一つの戦略として，県内企業自身にIoTに関

わる技術の習得をしていただき，県内企業自身で 

IoTシステムの維持・管理をしていただき，ゆくゆ

くはシステムの拡張等を外部に委託することなく

行うことができるようにするものである。当研究

所は，両方の支援手法を行うことが望ましいと考

える。 

  

３．現在のIoTシステム 

３.１ 現在のIoTシステムの実例 

 当研究所では実際に研究所内の温度，湿度等の

情報を収集，蓄積を行うIoTシステムが稼働してい

る。(写真1)  

このシステムは小型コンピュータ，Raspberry  

Pi を中心に，センサーからデータを読み取り， 

データーベースシステム InfluxDB にデータを蓄

積し，データ可視化システム Grafana を用いて 

データの可視化を行っている。オープンソース 

ソフトウェアを基軸にしたIoTシステムとしては

標準的な構成と言える。 
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写真1 IoTシステム実例 

 

３.２ 現在のIoTシステムの改善点 

 例えば，GrafanaはIT企業のソフトウェア稼働状

況の監視のため開発されたものであるが，その柔

軟性からIoTデータの監視目的にも応用されるよ

うになった。取得データの多様性のみならず，ロー

カルエリアのネットワークから，クラウドの利用

まで利用できるなど，運用形態も非常に高くなっ

ている。 

 汎用のソフトウェアは様々なシチュエーション

で利用できるよう，柔軟性があり，自由度の高い設

計になっている。そのため，設定に必要な記述は抽

象的なものが必要となり，難易度が高くなる。 

 同様の例として，スマートフォンとフィーチャー

ホン(従来型の携帯電話)がある。スマートフォン

は様々なソフトウェアを利用することにより，

種々の目的を行うことができる。しかし，利用に際

して知識が要求されることとなる。他方，フィー  

チャーホンは電話回線による通話，メール，SMSな

どの限られた機能のみ利用可能である。その代わ

り，利用に際して必要な知識は少なくなっていて，

誰でも利用できるようになっている。 

 本プロジェクトでは，IoTシステム構築の困難性

を，システム構築に使われるソフトウェアの汎用

性からくる自由度の高さに由来するものと考え， 

IoTシステム構築における自由度を制限すること

により，容易に扱えるようになると考えた。 

 

 

 

 

 

４．本プロジェクトで作成するフレームワーク 

４.１ コンセプト 

 本フレームワークでは構築できるIoTの機能を 

 

・温湿度の計測 

・人の場所(部屋)の検知 

 

に絞ることとした。この2つはIoT支援事業におけ

るヒアリングで特に要望が多いものである。また，

温湿度計測は定常的に送信されるデータの保存を

行う，定常記録蓄積系に，人の場所の検知は，人の

移動というイベントを記録する，イベント記録蓄

積系に分類でき，この2つの種類のデータを扱うこ

とができればIoTに関わるほとんどの領域をカバー

でき，今後の拡張につながるものと考える。 

 本フレームワークで対象とするIoTシステムの

模式図を図1に示す。多数のセンサーから取得され

たデータはIEEE802.15.4通信を用い，各所にある

中継コンピュータに送られる。中継コンピュータ

から，イーサネットケーブルやWiFiで構成される

ネットワークでTCP/IP通信により，唯一の中央コ

ンピュータにデータが集積される。ネットワーク

モデルを固定することにより，設定に関わる自由

度を制限し，困難性を下げることとした。 

 また，データをMicrosoft Excel等の表計算ソフ

トで利用できるCSV形式でストアし，Windowsファ

イル共有プロトコルで閲覧することによりHTTPプ

ロトコル等を利用せず，PCのオフィス利用と同じ

操作で利用できることを可能とする。 

 

図1. 本フレームワークで対象とするIoTシステム

模式図 
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５．まとめ 

 千葉県産業支援技術研究所では，県内企業への 

IoTシステム導入支援を行っている。IoTシステム

運用には様々な障壁が存在する。その障壁はIoTシ

ステムで利用されるソフトウェアの汎用性，自由

度の高さに由来するものと考え，その自由度を削 

 

減することにより，IoTシステム運用の困難度が減

少するものと考えた。 

本プロジェクトはIoTシステムに必要な機能を

精査し絞り込んだフレームワークを作成すること

により，県内企業へのIoTシステムの導入の一助と

なることを目的としている。 

 




